
人
権
人
権

連
載【
人
権
シ
リ
ー
ズ
】

連
載【
人
権
シ
リ
ー
ズ
】

輝
く
輝
く

　
今
回
は
、
菊
池
郡
市
で
人
権
問
題
の
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
る
「
菊
池
郡
市
同
和
問
題

に
取
り
組
む
企
業
連
絡
協
議
会
」
を
紹
介
し

ま
す
。

●
発
足

　
１
９
９
８
年
６
月

●
加
盟
企
業
数　

　
１
９
９
社
（
菊
池
郡
市
）

●
目
的

　

企
業
の
社
会
的
責
任
と
し
て
同
和
問
題

（
部
落
差
別
）の
解
決
を
目
指
し
、
行
政
と
連

携
し
な
が
ら
各
企
業
に
お
け
る
人
権
擁
護
の

意
識
を
高
め
、
公
正
な
採
用
・
選
考
を
図
る

と
と
も
に
、
明
る
い
職
場
や
社
会
づ
く
り
に

努
め
、
差
別
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に

寄
与
し
ま
す
。

●
課
題

　

採
用
選
考
時
の
不
適
切
な
質
問
事
例
は
、

徐
々
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
県
内
外

で
は
、
い
ま
だ
に
偏
見
に
よ
る
不
適
切
な
質

問
事
例
が
発
生
し
、
面
接
や
採
用
に
関
し
弊

害
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

●
展
望

　
今
後
も
活
動
を
通
し
「
差
別
を
さ
せ
な
い

企
業
」
と
し
て
企
業
内
の
人
権
意
識
の
高
揚

を
図
り
継
続
し
な
が
ら
、
地
域
社
会
に
も
浸

透
し
、
認
知
度
を
上
げ
る
こ
と
で
未
加
盟
の

企
業
へ
も
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

●
連
携

　
企
業
に
人
権
意
識
の
徹
底
・
浸
透
さ
せ
る

た
め
、１
社
で
も
多
く
賛
同
企
業
を
増
や
し
、

同
和
問
題（
部
落
差
別
）を
は
じ
め
、
全
て
の

人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
中
心
的
存
在

に
な
る
よ
う
、
各
市
町
行
政
と
連
携
し
て
働

き
か
け
、
３
つ
の
努
力
目
標
を
掲
げ
て
い
ま

す
。

①
人
権
尊
重
の
理
念
に
立
っ
た
公
正
な
選
考
、

　
採
用
に
よ
る
機
会
均
等
保
障
の
推
進
を
図

　
り
ま
す
。

②
人
権
擁
護
の
意
識
を
高
め
、
明
る
く
働
き

　
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
人

　
権
擁
護
委
員
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
企

　
業
内
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

③
人
権
問
題
・
部
落
問
題
へ
の
「
正
し
い
認

　
識
」
や
指
導
者
と
し
て
必
要
な
知
識
お
よ　

　
び
技
能
の
習
得
と
向
上
を
育
む
た
め
、
人　

　
権
教
育
・
啓
発
研
修
会
へ
積
極
的
に
参
加

　
を
し
ま
す
。

　
菊
池
郡
市
同
和
問
題
に
取
り
組
む
企
業
連

絡
協
議
会
で
は
、
毎
年
、
研
修
会
の
開
催
と

会
報
の
発
行
を
行
い
、
部
落
問
題（
部
落
差

別
）に
対
す
る「
正
し
い
知
識
」を
身
に
付
け
、

差
別
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て

い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

　
　
役
場
人
権
推
進
課　
人
権
推
進
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）７
９
２
０

ひ　
　

と

ひ　
　

と

めめ

きき
らら

くく
男
女
男
女

連
載
【
人
権
シ
リ
ー
ズ
企
画
⑳
】

連
載
【
人
権
シ
リ
ー
ズ
企
画
⑳
】

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
退
職
後
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
か
ら
推
薦
を
受
け
、
男
女
共
同
参

画
審
議
会
委
員
と
し
て
委
嘱
を
受
け
ま
し

た
。
在
職
中
に
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

が
公
布
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
職
場
に
は

女
性
職
員
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
基
本
法
へ

の
認
知
度
も
低
く
、
あ
ま
り
深
く
意
識
し
て

い
な
い
状
況
で
し
た
。

　
審
議
会
活
動
を
す
る
中
で
、
大
津
町
男
女

共
同
参
画
都
市
宣
言
の
こ
と
を
知
り
、
今
後

も
自
己
啓
発
を
続
け
な
が
ら
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。そ
ん
な
中
、

Ｗ
Ｅ
Ｆ（
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
）が
公
表
し

た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数（
男
女
格
差

指
数
）が
、
２
０
１
９
年
に
日
本
は
過
去
最

低
を
更
新
し
、
１
５
３
カ
国
中
１
２
１
位
。

豊
か
な
先
進
国
で
あ
る
と
い
う
日
本
の
思
い

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
先

進
国
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
男
女
賃
金
格
差
、
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
の
貧
困
問
題
、
男
女
の
人
権
尊
重
、
セ

ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
問
題
が
存
在
し

て
い
る
事
を
現
実
と
し
て
受
け
入
れ
、
よ
り

良
い
社
会
・
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
次
世
代

に
結
び
付
け
て
い
く
行
動
意
識
が
ま
ず
は
第

一
歩
だ
と
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
は
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
で
、

手
軽
に
楽
し
め
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
数
十
年
続

け
て
い
ま
す
。
本
格
的
に
俱
楽
部
や
連
盟
に

所
属
し
て
３
年
目
に
な
り
、
本
年
度
は
熊
本

青
年
部
で
入
賞
し
記
録
を
残
す
事
が
で
き
ま

し
た
。
熊
本
は
、
男
女
共
に
活
躍
が
素
晴
ら

し
く
、世
界
ボ
ウ
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
で
は
、

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
金
を
獲
得
さ
れ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
の
長
寿
ボ
ウ
ラ
ー
番
付
で
も
、

75
歳
以
上
の
横
綱
・
大
関
で
男
女
共
に
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
笑

顔
で
ハ
イ
タ
ッ
チ
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
競
技

で
す
。
今
後
も
男
女
共
同
参
画
審
議
会
の
一

人
と
し
て
、
生
涯
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
活
動
支
援
を
通
し
て
取
組
み
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大津町男女共同参画審議会

前委員　石
いし

井
い

 竹
たけ

年
とし

さん

●
問
い
合
わ
せ　

　
役
場
人
権
推
進
課　
男
女
共
同
参
画
推
進
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）７
９
２
０

役場環境保全課  環境保全係　☎096（293）3113

●
ご
み
処
理
に
か
か
る
お
金

　
私
た
ち
が
生
活
す
る
上
で
、
必
ず
発
生

す
る
ご
み
。
無
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、減
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
で
、
環
境
へ
の
負

荷
や
、
ご
み
処
理
に
か
か
る
経
費
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ご
み
処
理
に
関
す
る
歳
出
の
合
計
金

額
は
、
到
底
ご
み
袋
の
売
上
代
金
だ
け
で

は
賄
え
ず
、
税
金
を
使
い
補
填
し
て
い

ま
す
。
税
金
で
の
負
担
額
を
減
ら
す
た

め
に
は
、
収
入（
ご
み
袋
代
）を
増
や
す

か
、
支
出
を
減
ら
す
こ
と
が
必
要
で
す
が
、

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
で
も
支
出
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
人
一
人
の
小

さ
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
の
で
、
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

●
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
最
近
、
適
切
な
ご
み
の
分
別
が
で
き
て

い
な
い
ま
ま
出
さ
れ
る
ご
み
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
適
切
に
処
分
で
き
ず
に
、

作
業
し
て
い
る
人
が
け
が
を
し
て
し
ま

う
こ
と
や
、
ご
み
の
処
分
に
時
間
と
お

金
が
余
分
に
か
か
り
、
ご
み
処
理
の
負

担
金
に
も
影
響
し
ま
す
。

　
ご
み
を
出
す
と
き
は
、
分
別
が
で
き
て

い
な
い
ご
み
が
入
っ
て
い
な
い
か
、
も

う
一
度
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
間
違
い
や
す
い
ご
み
の
処
分
方
法

・ 

テ
レ
ビ
、冷
蔵
庫
、洗
濯
機
、
ク
ー
ラ
ー

　
や
パ
ソ
コ
ン
は
、粗
大
ご
み
と
し
て
処

　
分
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
処
分
す
る
際
、

　
リ
サ
イ
ク
ル
券
が
必
要
で
す
の
で
郵

　
便
局
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

食
べ
物
や
飲
み
物
、
洗
剤
、
香
水
な
ど

　
の
中
身
が
残
る
容
器
は
、中
身
は
燃
や

　
す
ご
み
、容
器
は
よ
く
洗
い
分
別
に
従
っ

　
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

リ
チ
ウ
ム
電
池（
ボ
タ
ン
電
池
）や
オ

　
イ
ル
の
入
っ
た
ラ
イ
タ
ー
な
ど
火
事

　
の
原
因
に
な
る
も
の
は
、
一
般
ご
み

　
と
し
て
捨
て
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
販
売
店
や
民
間
の
ご
み
処
理
業
者
へ

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・ 

が
れ
き
や
割
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
瓦
、

　
ス
レ
ー
ト
、
石
や
砂
利
な
ど
は
、
ご
み

　
処
理
場
で
の
引
き
取
り
は
で
き
ま
せ

　
ん
。
交
換
時
に
施
工
業
者
な
ど
に
ご

　
相
談
く
だ
さ
い
。

おおづおおづの
大津町企業連絡協議会大津町企業連絡協議会しごとしごと

検索

　　株式会社
　　　　上村エンタープライズ

「思い」を「カタチ」に変えるオーダーメイドカンパニー　
熊本地震から復興し、ものづくりで恩返しを

　株式会社上村エンタープライズは1984年に創業し、現在は
樹脂の切削・接着・溶接・曲げ加工を主に行っています。さま
ざまな樹脂加工を自社で全てできることが特徴です。
　そのため開発案件も多く、半導体製造装置のパーツや食品、
医療、製薬など数多くの分野で実績があります。この樹脂加工
の技術を生かし、ユニバーサルデザインとして、熊本駅周辺の
地図を目の不自由な人が触って分かる「触地図」を製作し、も
のづくり功労者県知事賞を受賞しました。
　また、医療用カメラに使用される極小ガラス基盤の洗浄治具

を開発し、熊本県工業大賞、医療貢献賞
を頂きました。
　これからも皆様の思いをカタチにでき
るような会社として努力していきます。

触って分かるユニバーサル
デザイン「触地図」

熊本地震復興記念碑

【企業概要】

●所在地　　菊池郡大津町大林1017-1
●業　種　　製造業
●従業員数　30人　
●事業内容　①樹脂切削精密加工
　　　　　　②医療機器の開発・製造・販売・賃貸
　　　　　　③試作・開発・商品化支援など
●連絡先　　☎096（293）0881
●ホームページ　
               　https://www.uemura-e.co.jp

新社屋の外観

上村エンタープライズ

税
金

歳出 歳入

ごみ袋売上
4,644万円

ごみ処理場への
負担金

1億4,686万円

ごみ収集費
7,880万円 販売

諸経費
894万円

2億3,460万円2億3,460万円
1億8,816万円1億8,816万円

１人あたり
5,415円
１人あたり
5,415円

【
大
津
町
男
女
共
同
参
画
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
】

最
優
秀
賞

「
あ
り
が
と
う　
そ
の
一
言
で　
満
た
さ
れ
る
」

　
　
　
　
　
　

       

椎し
い

葉ば　
梨り

江え

さ
ん

9 8広報おおづ 2020.2広報おおづ 2020.2


